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持っことである1.)

4.今後の課題

間欠カオスのリターンマップに現れる新たなマップの性質を調べ,より深く間欠カオスの特

徴をとらえることがまず第-の課題である｡

また,按合間の容量C,外部周波数 Blの変化の影響, あるいは定電圧ステップからはずれ

る条件なども興味深い｡.

ref｡1) Y｡PomeauandP.Manneville:Commun.Mat九.Phys.74(1980)189.

13.共鳴的加振の下での水面波のカオス的挙動

(実験及びモデル方程式との比較)
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円筒形容器を, 自由表面位が ワニ J l ( kr) (;霊 )と 書 ける 2つのモー ド の固有振動 数に

近い振動数で水平加振 したときの水面波の挙動について,実験結果及び理論との比較について

述べた1)〔(r,o)は極座標.kaは

左 の最小の正の零点｡α(≒9cm)

は円筒半径｡水深d≒14cm〕.まず

加振変位を∬ocosG,tとし, Tr-

(T-To)/To〔Toは固有周期,T

-27C/a･〕とすると,各 (Tr,xo)

に対する水面波の挙動は図 1のよう

になる｡ここで,一次元的振動とい

うのは波高の最大となる点がっねに

加振軸上にあるような波の状態であ

り,一方向回転というのは最大の自
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｢i

図 1
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｢カオスとその周辺｣

由 表 面 変 位 を与える点が側壁に沿って一定方向に回転するようなものであるが,いずれも各点

に お け る 波 の振幅は一定である｡また周期的あるいはカオス的挙動というのは,各点での波の

振 幅 が 時 間 と共に周期的あるいは不規則に変化するような状態をさす｡そして,この時間と共

に振 幅 が 変 化するような場合について,

ワニ(pICOSa,t十qlSinwi)Jl(kr)cosO

十 (p2COSa,t十 q2Sina,i)Jl(kr)sine,

と書いたときの(pl,ql,P2,q2)の (ゆっくりとした)時間変化を求めた｡その結果,ホッ

プ分岐,周期倍分岐,symmetry-breaking分岐,カオス ･カオス転移などの分岐現象が得ら

れたほか,次元が2と2･5の間にあるようないくつかのス トレンジアトラクターがたしかに存

在することが示された｡図2は,∬0-0･05cmのときに最も普通にみられるス トレンジアトラ

クターを適当な2変数のつくる平面に射影したものである｡一方,Miles2)は平均化ラグラン

ジアン法を用いて,次の方程式を導出した｡

図 2
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･LJ,I

- --αp1- (P十AE)ql十BMp2,dt
dql

T㌻ニ ー ｡ql+(P十AE)pl十BMq2十 xo,
dp2

7㌻= -aP2-(P十AE)q2-BMpl,
dq2

77-=-aq2十(P十AE)p2-BMql･

ここでE-喜(ph qf十p22･q22),M-plq2-タ2qlであ｡,A,BGまα/dのみによっ

て決まる定数,αは減衰率,βはrγの関数で定数である｡実験における波の減衰率から計算

したαを使って上の方程式を解き,実験結果と比べると,図 1のように各挙動の境界線がよく

合 うだけでなく,実験での多様な分岐現象やストレンジア トラクターがかなりよく再現される

ことがわかった｡図3は ∬｡ -0.05cmのときに最も頻繁に現れるス トレンジアトラクターであ

り,図2とよく似ている｡また図 1の周期的あるいはカオス的挙動を示す領域において, ∬｡

lPl

図 3
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｢カオスとその周辺｣

が小さいほど周期的挙動が現れやすい,という点も実験と理論で一致している｡
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14.真性粘菌における情報の階層性とその統合様式

東京大学薬学部 矢野雅文

[はじめに]

真性粘菌変形体は多核単細胞であるので､高等生物に見られるような情報を処

理するために特に分化した脳 ･神経系等を所有していない｡それにも関わらず極

めて複雑な環境下においても個体として協調的な行動をすることが出来る｡例え

ば餌などの誘引物質に対しては個体全体がその物質の方向に近づいて行くし､忌

避物質を与えるとそれから逃げようとする｡このように粘菌変形体が行動を起こ

すためには判断を必要とするが､そのためには､外界から入ってくる情報の価値

付けが出来なくてはならない｡そこでこの情報処理のメカニズムを調べてみた｡

[粘菌変形体について]

真性粘菌変形体はカビの一種で変形体はその生活環の中で胞子から発芽したア

メーバが融合し､巨大なアメーバ状多核単細胞体となった状態である｡変形体は

図1に示すように裸の原形質が複雑なネットワーク構造を形成しフアンを構成し

図1 Stiemelig(1970)による
粘菌変形体

- 557-


